
2008年7月16日(水)～9月28日(日)ちひろ美術館・東京　展覧会のご案内

赤い胸あてズボンの少女　1971年

ちひろと世界の絵本画家たち

―技法のひみつ―

いわさきちひろや、世界の絵本画家たちは、どのように

して絵を描いているのでしょう？

本展では、水彩絵の具のにじみを駆使したいわさきちひ

ろをはじめ、鮮やかな色彩の薄紙をコラージュしたエリ

ック･カール(アメリカ)、伝統的なテンペラの技法で絵本

を描いたビンバ･ランドマン(イタリア)、パステルを塗り

重ねて重厚な色彩を出すユゼフ･ヴィルコン(ポーランド)

など、世界の絵本画家の作品を「技法」に焦点をあてて

紹介します。画家の手の動きや、画材の使い方までみる

ことができるのは、原画ならではの魅力。――きっとあ

なたも絵が描きたくなる展覧会です。

緑の幻想　1972年

貝がらと青い帽子と少年　1969年

くちもとに指をそえた少女
『あめのひのおるすばん』より　1968年

展示室１

初期から晩年までの画風の変化をたどりながら、

ちひろの作品を紹介します。水彩や鉛筆、パステ

ルなどの画材の特性をいかした、ちひろ独自の技法を

ご覧ください。

ちひろ
の
技法

展示室３

「絵本作家の作品は、あくまで出来あがった

絵本である」と語ったちひろは、一作ごとに

さまざまな試みを行っています。ここでは、

鉛筆と墨で描いた

モノトーンの絵本

『絵のない絵本』

と、水彩絵の具の

にじみを駆使した

『あめのひのおる

すばん』の原画を

展示し、ちひろの

絵本づくりを紹介

します。

いぬのあかちゃん　1953年

会期中には、子どもたちを対象に、さまざまな

素材での造形や、音楽やダンスを楽しむ「こど

もワークショップ」も開催します。


